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当センターは、東京都のCCUネットワーク・大動脈スーパーネットワーク・急性
期脳卒中搬送体制に参画し、急性心筋梗塞・急性大動脈解離・急性期脳卒中治療
を２４時間体制で実施しています。入院１時間以内にコロナ感染を鑑別し安全な
緊急手術・カテーテル治療体制を構築しています。

インフルエンザのシーズンを迎え、コロナ感染と鑑別することは最大の課題です。
インフルエンザと新型コロナの同時検査により、一般外来や救急外来で確実に両
者の鑑別診断を行い、安全な入院・外来の診療体制を構築しました。

PCR 法を原理としたビオメリュー社の Film Array シ
ステムを導入し、１本の鼻咽頭ぬぐい液から簡易な前
処理で新型コロナウイルスやインフルエンザなど２１
種の呼吸器疾患に係わる病原微生物を約１時間で報
告できます 。

　当センターは第二種感染症指定医療機関
である豊島病院と連携して、新型コロナ肺
炎重症例のなかでも、特にECMO治療を
要する症例の受け入れを行ってまいりまし
た 。
　いわゆる流行第１波と呼ばれた今年３月
下旬から４月の段階で、感染症内科、心臓
血管外科、呼吸器内科、循環器内科の関連
診療科、集中治療部（看護部）、 ME 部等を
中心に重症治療チームを作り、治療体制を
整えました。
　重症症例では気管内挿・抜管や、気管支
鏡によるドレナージ、腹臥位療法での体位
変換、深鎮静状態の患者看護など、医療従
事者側の感染リスクも非常に高く、治療に
あたっては感染防護にも細心の注意を払っ
てきました。個人防護対策の徹底と、迅速なコロナ関連検査を可能とした院内整備も
幸いし、これまで院内感染は生じておりません。
　９月下旬現在まで計３名の重症患者に Veno venous ECMO（呼吸 ECMOとも呼ば
れる)を導入し、大きな障害を残すことなく皆さん自宅退院可能なまで回復されていま
す。

当院転院時 ECMO導入前

図 1　治療前後のCT画像

ECMO離脱後４日目

図 2 ECMO治療中の様子

図 3　豊島病院でのリハビリ歩行の様子 図4　豊島病院感染症内科 足立拓也先生（左）と
　　　エクモ治療から回復された患者さん（右）


